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相田 哲 (近畿大 ･医 ･生理)-
サルのPMvや頭頂葉のPF野では,他の個体の動作の観察中に反応し,またそれと同じ動作の実
行中にも活動するミラーニューロンが記録される.また,頭頂葉は運動による感覚フィードバックや遠
心性コピーをもとに運動をモニターする機能があると考えられるが,このシステムがミラーニューロン
と回路を共有すると予測される･本年度は･pF野のミラーニューロンが･自分の手の視覚フィ.-ドバ
ックに反応するかどうか調べた.TVカメラで,サルの視線で手の迎動の映像を投影し,サルの目の前
にあるモニターに映した.サルは,モニターの画像を見ながら,物体をつかむ課題を訓練された.この
課題で,手と物体が見える条件,LEDのみ見える条件,手の画像に遅延を起こす条件を設定した.さ
らに,自分の手の運動や実験者の手の運動の動画を注視させる課題も設定した.以上の課題中,pF野
では物体をつかむ自分の手の運動の画像に反応していると思われるニューロンが認められ,一部は他者
の手の動作に視覚的にも反応していた.また,こうしたニューロンは,視覚フィードバックの映像が遅
延する場合には,反応が抑制されることが明らかになった.以上のことから,頭頂葉のミラーニューロ
ンが,自己の運動のモニターする働きをもち,また,自己と他者の動作をマッチさせる働きがある-と考
えられる.
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